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研究成果の概要（和文）：博物館の標本庫に長期間収蔵されているきのこ類の標本についてDNA情報の保存状態
を評価した。その結果，DNA情報が救出不可能な標本については，野外調査により新たな標本を採集し，DNA情報
を蓄積した。さらに，博物館に収蔵されている大量の未同定のきのこ類標本を対象に，形態形質とDNAの情報を
併用しながら種レベルの分類学的検討をおこない，その実体を明らかにした。その結果，新種や日本新産種と考
えられる複数の担子菌きのこ類を見出すことができた。また，既知の日本産きのこ類の数種について，形態観察
やDNA情報を用いた系統解析の結果に基づき，隠ぺい種が含まれているなど，分類学的再検討を行う必要性を示
した。

研究成果の概要（英文）：Preservation status of DNA information of mushroom specimens housed for a 
long time in museum herbarium has been evaluated. If we cannot obtain DNA information among 
herbarium specimens, we conducted alternative fieldwork and collected new specimens to complement 
the DNA information. Moreover, species taxonomy of unidentified specimens of mushrooms preserved in 
Japanese museum inferred from morphological characteristics and DNA information has been studied. As
 a result, we detected several Basidiomycete mushrooms regarded to new taxa or new to Japanese 
mycobiota. Furthermore, the necessity of taxonomic reexamination such as the presence of cryptic 
species was shown in several known species of mushrooms in Japan based on morphological observations
 and molecular phylogenetic analyses.

研究分野： 菌学

キーワード： 分類学　系統　生物地理　きのこ　標本庫　新種　日本新産種
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
博物館等の標本庫に収蔵されている標本

資料は，生物の分類学的研究を進める上で重
要な価値を持つ。しかし，標本の時間経過や
燻蒸剤等の影響により DNA が損傷するため，
博物館等に長期間収蔵されている標本から
DNA 情報を得ることは困難である。中でも，
菌類，特にきのこ類の標本においては DNA 情
報の蓄積は未だ乏しく，標本庫に収蔵されて
いる標本について，DNA の塩基配列が具体的
にどの程度損傷しているのか，ということも
これまでほとんど評価されていない。さらに，
国内外の多くの標本庫には，未同定のまま眠
っている膨大な数のきのこ類の標本が存在
するが，形態的特徴の観察および DNA 情報の
蓄積に基づき，このような未同定標本の実体
を探ることは，きのこ類の分類学の発展にと
って重要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究ではまず，博物館の標本庫に長期間

収蔵されているきのこ類の標本について DNA
情報の保存状態を評価し，DNA 情報の救出を
試みる。DNA 情報が救出不可能な古い標本に
ついては，野外調査により新たな標本を採集
し，DNA 情報を蓄積する。これらにより，古
い標本からDNA情報を救出するための新たな
システムを構築することを目的とする。さら
に，博物館に収蔵されている大量の未同定の
きのこ類標本を対象に，形態形質と DNA の情
報を併用しながら種レベルの分類学的検討
をおこない，一挙にその実体を明らかにする。
このことで，博物館に収蔵されている未同定
標本を用いた，新たな分類学的研究のスタイ
ルを創出することを第二の目的とする。 
 
３．研究の方法 
 国立科学博物館植物研究部，ミュージアム
パーク茨城県自然博物館，柏崎市立博物館お
よび小松市立博物館の標本庫に収蔵されて
いるきのこ類の標本を主な対象として，形態
観察と，標本からの DNA 抽出および DNA 情報
の蓄積を行った。形態観察では，主に子実体
の肉眼的特徴と，光学顕微鏡・走査型電子顕
微鏡を用いた微細構造についての観察を行
った。DNA 抽出は CTAB・グラスミルク法によ
り行い，DNA 保存状態を評価した後，菌類の
正式なバーコード領域である核 rDNA 遺伝子
の ITS 領域と，これに加えて核大サブユニッ
トの塩基配列情報の取得を行った。一方，DNA
情報が得られなかった標本を含む分類群を
対象として，日本国内の複数地域において野
外調査を行い，新たな標本を収集した。これ
らについても標本庫収蔵標本と同様に形態
観察と DNA 情報の蓄積を行った。 
 
４．研究成果 
本研究課題の期間である 3年間に 1,393 点

のきのこ類の標本を検討した。このほぼすべ
てから子実体の写真およびDNA抽出用の子実

体組織サンプルを得た。さらにこれらのうち，
これまでに 370 標本に関して，形態観察，DNA
抽出と DNA 保存状態の評価，および塩基配列
の取得を行った。本研究課題を遂行する中で，
博物館等の標本庫に長期間収蔵されている
標本は，程度の差はあるものの燻蒸剤の影響
を少なからず受けており，DNA が断片化され
ているものが多く存在することが明らかと
なった。 
本研究期間中には，多岐にわたる分類群の

標本について形態観察やDNA情報を用いた分
子系統解析などにより検討した。その結果，
分類，系統，分布，生物地理などに関する新
知見を得て，学会発表および雑誌論文として
順次発表した。具体的には，日本新産種のニ
セホウライタケ属菌，チャツムタケ属菌，ベ
ニタケ属菌，Herpobasidium 属菌を雑誌論文
として発表した（雑誌論文②，③，⑦，⑬，
⑱）。また Puccinia属菌の一種について，命
名法上の新たな措置を行って新名を与える
とともに生活史を解明し，雑誌論文として公
表した（雑誌論文④）。さらに，分子系統解
析により系統的位置，分布，生物地理，生態
などに関して新知見が得られたヤグラタケ
モドキ属菌，クヌギタケ属菌，ナラタケ属菌，
ツキヨタケ属菌，ガマノホタケ属菌，ハラタ
ケ属菌，シロカラカサタケ属菌，ホコリタケ
属菌，ワカフサタケ属菌，ツチグリ属菌，ス
ッポンタケ属菌などについて雑誌論文とし
て発表した（雑誌論文⑤，⑥，⑧，⑨，⑩，
⑪，⑫，⑭，⑮，⑯，⑰，⑲，⑳，㉑，㉒，
㉓）。また，未知種と考えられる複数の担子
菌きのこ類を見出すことができた（学会発表
①，⑨，⑫，⑲，㉑など）。さらに，既知の
日本産きのこ類の数種（ドクツルタケ，モミ
タケ，ニセマツタケ，ヒメカバイロタケ，キ
イボカサタケ，アカイボカサタケ，シロイボ
カサタケなど）について，形態観察と系統解
析の結果に基づき，隠ぺい種が含まれている
可能性や，地理的に分化が進んでいる可能性
があるなど，分類学的再検討が必要であるこ
とを明らかにした（学会発表①，②，⑥，⑧，
⑬，⑯，⑱など）。 
本研究課題の実施を通して，きのこ類の分

類学を発展させるためには，子実体の形態的
特徴に関するデータを蓄積することととも
に，DNA 情報を蓄積していくことの重要性が
より明確となった。きのこ類の分類，特に種
の実体把握と正確な記載を進めるためには，
それらの存在の証拠として，子実体の標本が
きわめて重要な意味を持つということが，本
研究課題の一連の成果により強く示すこと
ができた（雑誌論文①）。このことは，菌類
の新規分類群の命名に当たり，生物学的実体
（標本など）を伴わないタイプを認めるか否
か，すなわち DNA 塩基配列のみをタイプとし
て，菌類の新規分類群を記載することの是非
に関する国際的な議論にも一石を投じるも
のであると考える。 
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